
重ち
ょ
う

陽よ
う

の
節
句
〜
秋
の
演
奏
会
〜

時
を
忘
れ
、
秋
を
感
じ
る

至
福
の
ひ
と
と
き

城 崎城 崎

第
６
回
海
そ
う
じ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
み
ん
な
で
海
の
ご
み
拾
い
〜

「
海
を
き
れ
い
に
！
」を
合
言
葉
に

竹 野竹 野

市
民
プ
ラ
ザ
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル「
能
の
表
現
」

声
と
身
体
と
イ
メ
ー
ジ
で

能
楽
師
気
分

豊 岡豊 岡

▲菊茶のおもてなし
4 4 4 4 4

を受けながら演奏を楽しむ来場者ら

　

10
月
16
日
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
、
ア
ー
ト
ス
ク

ー
ル
第
10
回
講
座「
能
の
表
現
」を
開
講
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
能
楽
師
の
田た

茂も

井い

廣
道
さ
ん
を
迎

え
、
約
6
百
年
続
く
能
の
歴
史
、
兄
弟
分
の
狂
言
と

の
違
い
、
観
る
コ
ツ
な
ど
を
学
ん
だ
後
、
独
特
の
所

作（
立
ち
居
振
る
舞
い
）、
謡う
た
い

な
ど
も
体
験
し
ま
し
た
。

能
面
を
付
け
て
歩
く
と
足
元
は
全
く
見
え
ず
、
遠
く

も
近
く
に
感
じ
ら
れ
、
参
加
者
は
こ
わ
ご
わ
動
い
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
間
近
で
見
る
豪
華
な
衣
装
に
は
、

た
め
息
が
漏
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
本
市
に
伝
わ
る「
田た

道じ

間ま

守も
り

の
歌
」を

謡
曲
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
謡
い
、

し
ば
し
古
代
ロ
マ
ン
の
世
界
に
浸
り
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
、「
重
陽
の
節
句
〜
秋
の
演
奏
会
〜
」（
城

崎
温
泉
観
光
協
会
主
催
）が
城
崎
文
芸
館（
城
崎
町
湯

島
）で
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
津
軽
三
味
線
や
バ
ン
ジ
ョ
ー（
ア
メ

リ
カ
の
は
つ
弦
楽
器
）、
ペ
ル
ー
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

な
ど
の
珍
し
い
管
楽
器
の
演
奏
が
行
わ
れ
、映
画「
タ

イ
タ
ニ
ッ
ク
」の
テ
ー
マ
曲
な
ど
、
耳
慣
れ
た
曲
目

が
次
々
に
奏
で
ら
れ
る
と
、
来
場
者
ら
は
う
な
ず
き

な
が
ら
、
終
始
、
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
演
奏
会
を
訪
れ
た
澤
田
敦あ
つ

子こ

さ
ん（
城
崎
町

湯
島
）は「
世
界
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
国
々
を

旅
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。
ゆ
っ
た
り
し
た
、

い
い
気
分
に
な
れ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
、
竹
野
浜
で「
第
6
回
海
そ
う
じ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〜
み
ん
な
で
海
の
ご
み
拾
い
〜
」（
Ｎエ
ヌ

Ｐピ
ー

Ｏオ
ー

法
人
た
じ
ま
海
の
学
校
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成
16
年
の
台
風
23
号
の
と

き
に
、
海
岸
清
掃
を
行
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
年

1
回
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
で
6
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
1
9
0
人
の
参
加
が
あ
り
、
41
人
の
ダ
イ

バ
ー
ら
は
海
中
ご
み
を
、
釣
り
人
や
一
般
の
方
は
浜

辺
の
ご
み
を
回
収
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
田
中
恭
子
さ
ん（
竹
野
中
3
年
）は「
海

が
き
れ
い
に
な
っ
て
良
か
っ
た
」と
、
ま
た
、
奥
本

萌
さ
ん（
竹
野
中
3
年
）は「
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
楽

し
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲高級車１台が買える衣装は、重量もずっしり。歩くだ
けでも難しい

▲堤防のごみを拾う参加者ら
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安
国
寺
の
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
の
紅
葉

し
ば
し
時
を
忘
れ
る

深
紅
の
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲３人１組で、丸太をリレー形式で３本切り落とす時間
を競う。優勝は３分22秒。圧巻！

　

11
月
13
日
と
14
日
の
2
日
間
、「
環
境
と
経
済
が
共

鳴
す
る
森
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、「
ひ
ょ
う
ご
森
の

ま
つ
り
2
0
1
0
」が
県
立
但
馬
ド
ー
ム
周
辺
で
開

催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
森
に
親
し
み
、
森
を
育
て
る
大

切
さ
を
体
験
・
実
践
す
る
機
会
と
し
て
平
成
20
年
度

か
ら
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
大
迫
力
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
や
、

神
鍋
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
体
験
、
森

づ
く
り
に
関
す
る
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

13
日
に
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
プ
ロ
の
丸
太
切
り

大
会
で
は
、
の
こ
ぎ
り
を
引
く
勢
い
と
ス
ピ
ー
ド
に
、

観
客
ら
は
終
始
、
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲本堂まで深紅に染めるドウダンツツジ絵巻にご満悦の
玄さん

　

11
月
11
日
、
但
東
町
相
田
の
安
国
寺
の
ド
ウ
ダ
ン

ツ
ツ
ジ
が
紅
葉
の
見
ご
ろ
を
迎
え
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
は
、
明
治

37
年
に
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
と
き
に
裏
庭
に
植
え
ら

れ
た
も
の
で
、樹
齢
約
1
5
0
年
と
い
わ
れ
、高
さ
・

幅
共
に
約
10
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

　

本
堂
か
ら
裏
庭
を
眺
め
る
と
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ

が
鮮
や
か
な
深
紅
に
染
ま
り
、
ま
る
で
絵
画
の
よ
う

な
景
色
が
、
観
光
客
の
た
め
息
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
の
玄
さ
ん
が
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
の
見
学
に
初

め
て
訪
れ
、「
見
事
な
も
ん
じ
ゃ
の
う
」と
、
幻
想
的

な
雰
囲
気
に
終
始
ご
満
悦
で
し
た
。

第
40
回
出
石
お
城
ま
つ
り

高
校
生
が

御お

徒か

士ち

・腰
元
姿
で
参
列
‼

出 石出 石
　

11
月
3
日
、
出
石
城
跡
周
辺
で
、
恒
例
の
お
城
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
小
・
中
学
校
の
音

楽
隊
パ
レ
ー
ド
を
は
じ
め
、
よ
さ
こ
い
踊
り
や
出
石

太
鼓「
炎ほ
の
お

」な
ど
の
演
奏
が
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
40
回
記
念
の
今
年
は
、
出
石

高
等
学
校
の
男
女
生
徒
30
人
が
、
御
徒
士（
侍
）や
腰

元（
侍じ

女じ
ょ

）に
扮
し
、「
大
人
大
名
行
列
槍や
り

振
り
」に
特

別
出
演
し
、
観
光
客
ら
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
永
楽
館
大
歌
舞
伎
」公
演
に
先
立
ち
、
出

演
俳
優
が「
お
練ね

り
」を
行
い
、
そ
の
後
の
ス
テ
ー
ジ

あ
い
さ
つ
で
は
舞
台
へ
の
熱
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

江
戸
の
風
景
を
醸
し
出
す
街
並
み
は
、
い
つ
に
も

増
し
て
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 ▲出石高校生徒が｢大人大名行列槍振り｣に特別出演

ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
２
０
１
０

木
く
ず
を
散
ら
し

プ
ロ
の
大
迫
力
の
丸
太
切
り
‼
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